
2024（令和6）年2月号HYOGO4 震災の記事は気持ちが引き締まります。もしものときの避難方法を決めておきたいです。（加古川市・水原さん）読者の声

Q.工夫した点は。
アプリに設定できるこぐ力に幅を持たせたと
ころです。同じ障害レベルでも年齢や体調に
よって個人差があるため、ユーザー自身で微
調整できるようにしました。
Q.企業から事業化に関する問い合わせは。
いくつかあります。その中には防災アプリに
応用し、災害発生時に車椅子利用者や歩行
困難な人をスムーズに避難所へ誘導できな
いかという相談もありました。引き続き、当研
究所ではなび坂を事業化していただける企
業を募集しています。 ゲスト

私たちも
応援します！

東京2020パラリンピック
陸上T52 100m
銀メダリスト

大矢勇気さん

旬トピ！

車椅子利用者の外出をアシストする
スマホアプリを開発しました

5月の「神戸2024世界パラ陸上競技選手権大
会」に先駆け、パラスポーツへの理解を深め
ることを目的に「兵庫ユニバーサルマラソン
2024」を開催します。障害の有無に関係な
く、誰でも無料で参加できます。
（県ユニバーサル推進課）

誰もが参加できる
ユニバーサルマラソン

　県ユニバーサル推進課  
　078-362-9418 　078-362-9040
ユニバーサルマラソン　県立福祉のまちづくり研究所 　神戸市西区曙町1070

　078-925-9283 　078-925-9284
福祉のまちづくり研究所

※申し込み方法や参加条件、同時開催イベントの詳細等は
　県ホームページで確認してください

Q.開発の動機は。
現在のバリアフリーマップは多機能トイレや
エレベーターの有無といった施設の設備に関
するものがほとんどで、目的地までの経路上
にある障害物を示す地図がないことに着目し
ました。坂道の傾斜度から車椅子をこぐ力を
導き出す、当研究所が考案した計算式やノウ
ハウを活用できると考えました。
Q.アプリの使い方は。
障害レベルを設定した上で、出発地と目的地
を入力します。グーグルマップの経路情報を
基に坂道の傾斜
度が割り出され、
障害レベルに応
じて通行難易度
が青、黄、赤で表
示されます。

県や県内の企業・団体が進めるサステナブルな活動を紹介ひょうごのSDGs

同研究所にある福祉用具展示ホールでは介護ベッドやつ
えなど700点の福祉用具や介護ロボットを展示。住宅の
改修や購入時の補助制度などの情報提供もしています。

経路上にある坂が青（通行
可能）、黄（通行困難）、赤
（通行不可）の3段階で表示
されます。

小坂さん

昨年10月に創立30周年を迎えた県立福祉のまちづくり研究所。小児用
筋電義手や介護ロボットの技術開発などに取り組み、最新の開発品が
車椅子利用者向けに坂道の難易度を地図上に表示するスマートフォンアプリ「なび坂」です。
特別研究員の小坂菜生さんに仕組みや工夫点について聞きました。（取材・文 本紙編集部）

9時30分～
9時45分～
10時～
11時～

開会式
FUNラン＆ウォーク（約600m）
車いすロードレース（約8km）
ユニバーサルリレー（約8km）

申し込み締め切り
3月1日㊎3月30日㊏ 尼崎の森中央緑地

増田明美さん
KOBE2024世界パラ陸上
選手権大会組織委員会会長、
スポーツジャーナリスト、
大阪芸術大学教授開館日時＝月曜～金曜（祝休日を除く）9時～17時

県動物愛護センターとその支所は県内5カ所にあり、イヌやネコの飼い方の相談対応、新しい
飼い主探し、「犬のしつけ方教室」の開催、動物との触れ合いによる動物愛護と適正な飼育方
法の啓発などを行っています。淡路支所では週3日、敷地内にある屋内飼養モデルルームで、
ネコと触れ合うことができます。ネコは健康面や安全面から室内で飼うのが基本です。どのよ
うな環境が好ましいのか、ネコたちと遊びながら
理解していただけたらと思います。（県動物愛護
センター淡路支所支所長 武村有里子さん）

6  ふれあい で正しい飼い方をお伝えします

※県の管轄以外に政令指定都市や中核市が管理する施設もあります

1年半前に動物愛護セン
ターのホームページで生
後2カ月の雄雌2匹のきょ
うだいネコを見つけ、一
目ぼれ。原則1匹しか譲
渡してもらえないのです
が、選ぶのが難しかったのと、きょうだいで一緒にいさせてあげ
たかったので、お願いして2匹とも譲り受けることができました。
ネコを飼うのは初めてだったので少し不安でしたが、譲渡の際、
センターで飼い方の注意点などを詳しく教えていただいたので、
特に困ることもなく今日に至ります。大切な家族として、責任を
持って最期までしっかり面倒を見たいと思います。

福岡利治さん
（南あわじ市）

新たな飼い主の声

子犬・子猫の飼い主探し等応援プロジェクト
県のふるさと納税「ふるさとひょうご寄附金」のプロジェクトの一つ。寄付金
で粉ミルクや哺乳瓶、離乳食などを購入し、ボランティアの協力を得て保護
した子イヌや子ネコを育て、新たな飼い主への譲渡につなげています。
子犬・子猫の飼い主探し等応援プロジェクト

※火曜、木曜が祝休日の場合休み
※その他の支所の開催内容などは下記二次元コードから

猫とのふれあい
　火曜、木曜、土曜10時30分～11時30分、14時～15時

　県動物愛護センター 淡路支所
　0799-62-5811
　0799-62-5813 屋内飼養モデルルームでは、現在4匹のネコと触れ合うことができます。

福岡さん一家と手作りのキャットウォークで
遊ぶ風神と雷神。

福祉用具について知りたい人は

センターや各支所の
取り組みはこちら

パラスポーツ体験会（10時～14時）、
+NUKUMORIマルシェ、
尼崎運河探検クルーズ　など

同時
開催
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※健常者はランでも車椅子でも出場可。車椅子の貸し出しあり

〝〝


